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菊地則雄:紅藻ウシケノリ目の属の再編について

はじめに

紅藻ウシケノ リ目は，乾海苔の原料として重要な水産資源で、

あるアマノ リ属が含まれる分類群である。ウシケノ リ目はウシ

ケノ リ科1科からなり，形態学に基づく従来の分類では，直立

円柱状の配偶体を持つウシケノ リ属Bangia(Lyngbye 1819) 

と葉状の配偶体を持つアマノ リ属Porjフhyra(c. Agardh 1824) 

の2属が認められてきた。いずれの属も，属内の形質のまとま

りが良い上に，配偶体の形以外の形質， 例えば葉緑体の形，接

合子の発達過程，糸状体におけるピッ トプラグの形，生活史

等が共通するため，ウシケノ リ目は2属からなる単系統の目

として認められてきた (Garb紅yet al. 1980， Gabrielson et al. 

1985)。

近年，分子系統学的手法を用いた分類の再検討が進み，多く

の分類群において，科，属，種などの分類が大幅に変更されて

きている。緑藻のアオサ属とアオノ リ属の統合 (Haydenet al. 

2003， Shimada et al. 2003) ，褐藻のコンブ科の属の再編 (Lane

et al. 2006，四ツ倉2007)など， 一般の人たちにも馴染みのあ

る食用藻類についても例外ではない。アマノ リ属についても

Stiller and Waaland (1993)による核コー ドの SSUr即仏遺

伝子の制限酵素断片長多型 (RFLP)を用いた研究以降，多く

の分子系統学的な研究が行われてきており，分子データを用

いた新種の発見や，種の統合などが進められてきた(例えば，

Stiller and Waaland 1996， Broom et al. 2002)。ウシケノ リ属に

おいては，同様に分子系統学的研究が行われてきた結果，直立

円柱状の配偶体を持つ分類群の一部を別属とする提案もなされ

ている (Mulleret al. 2005， N巴lsonet al. 2005)。

そのような中で，Oliveira et al. (1995)を虫台めとした多く

の報告は，ウシケノ リ自の中で，直立円柱状の配偶体を持つ分

類群と葉状の配偶体を持つ分類群がいず、れも単系統とはならな

いことを示した。さらにはアマノリ属とされてきた種には，属

のレベルのみならず，目のレベルで、異なっていると判断すべき

種が含まれるこ とが明らかになってきた (Nelsonet al. 2003)。

現在では，ウシケノ リ目はウシケノ リ属とアマノ リ属の2属だ

けではなしさらに多くの属に分けるべきという意見が多く 出

されている(例えば，Nelson and Broom 2005)。

このような中で，これまで世界各地の研究者がそれぞれの地

域で明らかにしてきた分子データをま とめて，グローパルにウ

シケノ リ目の属の再編を検討する必要が生じてきた。 2008年

11月，アジア太平洋藻類フォーラムがニュージーランドのウエ

リントンで聞かれた際に，世界7カ国から合計13名の研究者(日

本からは千葉県立中央博物館の宮田昌彦博士と筆者の2名)が

参加して，その検討を行う第 l回の会議が行われた。翌年，東

京で行われた国際藻類学会議の際に，新たな参加者も含めた第

2回の会議が行われ，その席で，ウシケノ リ目の属のおよその

再編案が示され，合意に至った。その後，追加のDNA解析や

論文に使用する系統樹の作製 ・検討が進められ，正式な種名が

確定した分類群についてタイプ標本やタイプ産地等の情報の収

集，属の特徴の記載等を行い，論文としてま とめるべく，参加

者全員で検討が行われた。この論文はJoumalof Phycology誌

の2011年 10月号に掲載された (Sutherlandet al. 2011)。本

稿では，その論文で示されたウシケノ リ目内の属について，特

に日本産の種に焦点を当てて概説するとともに，属の和名につ

いての提案を行う。

Sutherland et al. (2011)に示されたウシケノリ目の属

とその和名

Sutherland et al. (2011)は，核コー ドのSSUr陪仏および
葉緑体コードのrbcL遺伝子の塩基配列に基づいたウシケノ リ

目藻類 157分類群の系統解析の結果から，ウシケノ リ目に 15

属を認めた。表lに15属を掲げ，それぞれの和名も提案した。

15属のうち， 7属がウシケノ リタイプで直立円住状の配偶体

を持ち，8属がアマノ リタイプで葉状の配偶体を持つ。この研

表 1.Sutherland et al. (2011)で改訂されたウシケノリ目内の属
(誌は今回提案した和名)

面白肉体

の形状
従来の属 改訂後の属

円柱状 Bangia ウシケノリ属 Ba勾叫 ウシケノリ属

(米記載)

DiOl官

Minerva 

‘Ballgia' 1 

‘Bangia' 2 

‘Bangiα'3 

Dion.e 

凡イ1I1e1ν。

(未記載)

(未記載)

PseudoiJangia Pseudoban.gia 

葉状 Porphyra アマノリ属 Boreophyllu川 マクレアマノリ属ネ

Clymene 

Fuscifol山m

Lysithea 

Miuraea アカネグモノ リ属 i

Porphyra ポルフィラ属*

Pyropia アマノリ!高‘k

Wildeman.iα ベニタサ!再*
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究に用いた日本産の種は，ウシケノリタイプ3属，アマノリタ

イプ4属に含められた。

(1)ウシケノリタイプの属

ウシケノリタイプの属は，長く Bangiα属1属であったが，

分子データ等に基づき Pseudobangiα属 (Mulleretα1.2005)， 

Dione属と Minerva属 (Ne1sonet al. 2005)が独立した。今

回，これら 4属の他に，新たに3属が認められるとし寸結果が

出された。Bangiα属は淡水産のBangiaatropurpureaに当て

られるため，他の新たな3属に当たる学名を検討しなければな

らない。これについては，海産のBangiafuscopurpureaのタ

イプ標本の精査やかつてFremy(1934)によってBangia属藻

類の発生途中の一段階とされた Aspala白・α属 (Ercegovic1927) 

の種との比較検討も行われていないことから， Sutherland et 

al. (2011)では正式な属の発表は行われず，‘Bangia'1，‘Bangia' 

2，‘Bangia' 3と表記された。

日本産ウシケノリ属には海産のウシケノリ Bangia

fuscopurpurea，フノリノウシゲB.gloiopeltidicolaと淡水産

のタニウシケノリ B.atropurpureαの3種の生育が知られてい

る(岡田 1944，吉田 ・吉永2010)。これらの3種は，表2に

示したとおり， Sutherland et al. (2011)では，ウシケノリが

‘Bangia' 2に，フノリノウシゲが‘Bangi，α'3に入り，タニウシ

ケノリは，Sutherland et al. (2011)の論文中には示されていな

いが，山梨県雨畑川支流産の個体のDNA解析結果は，ヨーロッ

パ産Bangiaatropurpureaの商科庁結果とほぼ一致し(Sutherland

私信)， Bαngi，αに入ることになる。従って，現時点では，3種

はBangia属で変更されていないが，将来的にはウシケノリと

フノリノウシゲは，それぞれ別の属となる可能性が高い。なお，

ウシケノリは海産で，雌雄の生殖細胞が認められる。タニウシ

ケノリは淡水産で，雌雄の生殖細胞が認められていなしコ。また，

フノリノウシゲは紅藻フノリ属のフクロフノリなどに着生し，

仮根がフノリ体内に穿孔して分枝する特徴がある(Kil<.uchiet 

al.2004)。このように，日本産の種に限って言えば，形態学的

及び生態学的な特徴で見分けることが可能で、ある。

(2)アマノリタイプの属

アマノ リタイプの種については， Kje1lman (1883)が2層の

細胞からなる種をまとめてD伊loderma属(後に Wildemania

属 (DeToni 1890)に変更)を提唱したこともあるが， 1900年

代以降はほぼPorphyra属l属とみなされてきた。Sutherland

et al. (2011)においては，それが8属に分けられた(表 1)。

この研究で使用された日本に産するアマノリタイプの種22種

は，Boreophyllum属，Miuraea属，Pyropia属，Wildenωnia 

属に分かれた。それぞれの属の和名は，それぞれの属のタイ

プ種が日本に産する場合はその和名を当て，それに該当しない

Boreophyllum属については，その属に属する唯一の日本産種

であるマクレアマノリの和名を使用して，Boreophyllum属をマ

クレアマノリ属，Miuraea属をアカネグモノリ属， 明石ldemaniα

属をベニタサ属と提案する。

Pyropia属の和名はアマノ リ属とすることを提案する。日本

では，これまで「食用となるノ リ(海苔)= Porphyra =アマ

ノリ属」という形で広く紹介され，定着してきている。今回の

属の再編では， Sutherland et al. (2011)で用いられた 157分

類群のうち半数近い77分類群がPyropiα属に含まれ，ウシケ

ノリ目中最も種数の多い属と考えられる上に，日本産の種に関

しでも， 養殖種と して乾海苔の主要な原料となっているスサビ

ノリ Pyropiayezoensisやアサクサノリ Py.teneraをはじめ，

研究に用いた22種のアマノリタイプのうち 17種が含まれてい

る。属の和名は最初に付けられた属名との対応を維持するのが

慣例ではあるが，「ノリ(海苔)=アマノリ属」というこれまで

の一般的な認識を継続し産業への影響を最小限に留めるための

提案である。ただし，以下の文章では，従来のアマノリ属と区

別するため，Pyropiα属の和名を 「新アマノリ属J，これまでの

アマノリ属を「旧アマノリ属」と表記する。

表2に， Sutherland et al. (2011)に基づき，日本産の旧ア

マノリ属29種(吉田・吉永2010)の所属を示した。マクレ

アマノリ属Boreophyllumにl種(マクレアマノリ)，アカネ

グモノリ属Miuraeαにl種(アカネグモノリ)，新アマノリ属

Pyropiαに17種(アッパアマノ リ，オニアマノリ，ベンテン

アマノリ，ソメワケアマノリ，ウタスツノリ，マルパアサクサ

ノリ，チシマクロノリ，ヤブレアマノリ，カヤベノ リ， オオノ

ノリ，ウッフ。ルイノリ，イチマツノリ，マルノてアマノ リ，タネ

ガシマアマノ リ， アサクサノリ，カイガラアマノリ，スサビノ

リ)，ベニタサ属 Wildenωl1laに3種(ベニタサ，キイロタサ，

フイ リタサ)が入っている。残りの7種(コスジノリ，ムロネ

アマノリ，エリモアマノリ，アナアマノリ，クロノリ， スナゴ

アマノ リ， ツクシアマノリ)は，材料が入手できなかったこと

などから DNA解析が行えず，本研究では所属を明らかにでき

なかった。これらは，今のところ PO中旬m 属に据え置かれて

いる。しかし， Sutherland et al. (2011)で取り上げられ正式に

Porphyra属に残された種や未記載の分類群は，ヨーロ ツパも

しくは南半球の中 ・高緯度の地域で採集されたもののみである

ので，今後のDNA解析の結果によっては上記の7種も別の属

に移り，Porphyraは日本産種がひとつも含まれない属となる

可能性が高い。そのため，再編後の Porphyr，α属の和名はひと

まずポルフィラ属とすることを提案する。

今後の課題

Sutherland et al. (2011)で提案された属の再編は， DNA解

析の結果を基に したものであり， 1属l種の属を除き，属内で

形態学的な特徴がほとんどまとまっておらず，従来の分類形質

でまとめられていた種が別々の属に分けられたケースもある。

例えば，旧アマノリ属では，ヒトエアマノリ亜属PorJフhyra，

フタツボシアマノ リE属 Diplastidia，フタエアマノリ亜属

Diplodermαの3ill!属が認められてきた (Kurogi1972)が，

各亜属の特徴に当てはまる種が，今回の提案で、はアマノリタイ

プの各属に分かれた。例えば，フタエアマノリ亜属では，2層

の細胞からなる葉状体が特徴とされてきたが，このうち日本産
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表2 Sutherland etal. (2011)に基づいた日本産ウシケノリ目藻類の所属

配偶休の形状 j寓 種 備考

円柱状 Bangω ウシケノリ属 Bangia atropurpw官。 タニウシケノリ 淡水産

‘Bangia'2 (未記載) Bαngia fuscopurpurea ウシケノリ 海産

‘Bangia'3 (未記載) Bangia gloiopeltidicolα フノリノウシゲ、 海産，紅藻フノリ類に着生，仮根は分校する

禁状 Boreophyllum マクレアマノリ属 BOIωphyllumpseudocrassumマクレアマノリ 旧フタツボシアマノリ亜属

Miuraea アカネグモノリ属 Miuraeamigi的e

Porphyra ポルフィラ属 Porphyrαallgustα 

Porphyra akasakae 

Porphyra irregularis 

Porphyra ochotensis 

Porphyra okamurae 

PorphYIαpunctata 

Porph.yra .yamad，αe 

Pyropia アマノリ属 P.yropia crassa 

Pylひpiadentata 

Pyropia ishigecola 

Pyropia katadae 

Pyropia kinositae 

Pyropia kuniedae 

Pyropia kurogii 

Pyropia 1，αceratα 

Pyropi，αmonenSlS 

Pyropiαonoi 

Pyropia pseudolinearis 

Pyropia seriata 

Pyropia suborbiculata 

Pyropia tan.ega 

Pyropia tenera 

Pyropia tenuipedalis 

Pyropia yezoel1sis 

Wildemania ベニタサ腐 Wildemαniawγ!plissima 

Wildemani，αoccidentalis 

Wildeman.ia vαnegata 

3種は全てベニタサ属に移され，同様の特徴を持つ外国産種の

一部はFusc!folium属に移された。また，細胞内に2個の葉緑

体を持つ特徴を有するフタツボシアマノリ亜属とされてきた日

本産3種のうち， DNA解析を行った2種は，それぞれマクレ

アマノリ属と新アマノリ属に分けられた。従来の分類体系で重

視されてきた形態学的特徴が，分類形質として使用できなくなっ

てきており，今後，各属を定義するための分子データ以外の分

類形質を再検討してし 3く必要がある。

また，今回の解析では，正式な種名が付けられていない材料

が多数使用されている。これらは，今回の発表で、扱われなかっ

た種のいずれかに当てはまる可能性もあるが，多くは全くの未

記載種である可能性が高い。今後，詳細な形態学的観察を行っ

て，これらの種の実体を明らかにする必要がある。日本産の種

について言えば，上記のコスジノリなど7種の所属の確定が必

要である。Sutherlandet al. (2011)が述べているように，今後，

各地域において，これら未解析の種の詳細な研究が進めば，ウ

アカネグモノリ 旧ヒトエアマノリ盟属

コスジノリ 旧ヒトエアマノリ頂属， DNA未解析

ムロネアマノリ 旧ヒトエアマノリ亜属， DNA未解析

エリモアマノリ 旧ヒトエアマノリ亜属， DNA未解析

アナアマノリ 旧ヒトエアマノリ耳目高， DNA未解析

クロノリ 旧ヒトエアマノリ耳石属， DNA未解析

スナゴアマノリ 旧フタツボシアマノリ亜属， DNA未解析

ツクシアマノリ 旧ヒトエアマノリ亜属， DNA未解析

アッパアマノリ 旧ヒトエアマノリ孤属

オニアマノリ 旧ヒトエアマノリ耳目属

ベンテンアマノリ 旧ヒトエアマノリ直属

ソメワケアマノリ 旧ヒトエアマノリ軍属

ウタスツノリ 旧ヒトエアマノリ亜属

マルバアサクサノリ 旧ヒトエアマノ リ盟属

チシマクロノリ 旧ヒトエアマノリ班属

ヤブレアマノリ 旧ヒトエアマノリ直属

カヤベノリ 旧ヒトエアマノリ亜属

オオノノリ 旧フタツボシアマノリ亜属

ウップルイノリ 旧ヒトエアマノリilli属

イチマツノリ 旧ヒトエアマノリ斑属

マルパアマノリ 旧ヒトエアマノリTI百属

タネガシマアマノリ 旧ヒトエアマノリlm属
アサクサノリ 旧ヒトエアマノリ亜属

カイガラアマノリ 旧ヒトエアマノリ亜属

スサビノリ 旧ヒトエアマノリ班属

ベニタサ 旧フタエアマノリ班属

キイロタサ 旧フタエアマノリ!lli属

フイリタサ 旧フタエアマノリ盟属

シケノリ目内の属や種の増加は必至と言えるだろう。

一方，分子系統解析が行われるようになってから，ウシケノ

リ目藻類では，形態学的には同一種と同定されてきたが，分子

データでは種のレベルで、異なるとされる個体の存在が多数報告

されている(例えば，Broom et al. 2004， Lindstrom 2008)。

日本でも，スサビノリやアサクサノリと近縁と考えられるが，

分子データでは別種と考えられる分類群が複数存在することが

報告されており (Niwaet al. 2009)，極端な例では，形態学的

にも生態学的にもスサピノリと区別できないが，分子データで

は，いずれもスサビノリとは別種と考えられるアマノリタイプ

2分類群が，同所的に生育する場合があることも明らかになっ

た(二羽 ・菊地2012)。これらの分類群は，形態学的には区別

できないが分子データに種レベルで、の違いが認められる「隠蔽

種J (cryptic species) と解釈される。このような隠蔽種の存在

は，体制が単純で分類形質に乏しいウシケノ リ目藻類において，

形態形質による種同定のみならずDNA解析によるそれも容易
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ではないことを示しており，今後のウシケノ リ自の分類の検討

の際には，常に念頭に置く必要があると思われる。従って，今

後，ウシケノリ目の分類をより明確にするためには，タイプ標

本の分子データを決定して分子データ上の 「種」を明確にした

上で，多くの産地からの多くの個体を収集して，分子及び形態

等の情報の蓄積を行い，比較検討することが必要不可欠である。

さらには，糸状体世代の特徴も含む生活史などの生態学的デー

タ，生化学的なデータなど，これまであまり検討されてこなかっ

た様々な面でのデータの蓄積と比較検討も必要になるであろう。

また，上記のように隠蔽種と解釈せざるを得ない場合も増え

てくると思われるが，隠蔽種はノリ養殖では水産遺伝資源とし

ての活用が期待される。従って，「種」の様々な情報の蓄積は，

単に「系統 ・分類」といった枠組にとどまらず，産業的にも非

常に重要なことと言えるだろう。
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